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量子コンピュータは、量子ビット（キュービ
ット）の重ね合わせを利用することで、従来の
コンピュータでは効率的に解決できない複雑な
問題に対処することができる。本技術の一つの
実装方法として、量子アニーラーがある。量子
アニーラーは、キュービットネットワークにイ
ジングハミルトニアンをエンコードし、そのパ
ラメータを断熱的に調整することでシステムの
大局的な最小値を見つける。
このようなデバイスの中で、ジョセフソンパ

ラメトリックオシレーター（JPO）は、双安定

振動状態を持ち、量子キャット状態の生成が実

証されているため、特に注目されている。これ

らの特徴により JPO は、組み合わせ最適化問題

の解決に適した量子アニーラーの有力な候補と

考えられる。

本研究では、臨界電流密度 1 kA/cm²の Nb ジ

ョセフソン集積プロセスを用いて、4.2K で動作

する量子アニーラー向けにNbベースの JPO を

特性評価した。実験により、4.2K における JPO

の共振現象を確認した。今後、これらの JPO を

さらに低温である 10 mK までテストし、量子ア

ニーリングマシンの実現の可能性を検討する予

定である。
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図の 1 (a)SFQ 振幅可変のマイクロ波制御回路をジョセフソン発振器（JPO）に入力し、2倍の

周波数で JPOを駆動する。共振により得られたマイクロ波の位相を AQFPで読み取る。(b)

異なる Cin(0.2pF,0.32pF,0.47pF)を持つ JPO回路のレイアウト図。
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